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V
一

 九
八
八
年
か
ら
一
九
九
四
 

潤
ま
で
の
七
年
間
で
当
セ
ン
タ
 

︱
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
は
、
 

延
べ
一
六
一
、
三
三
九
人
で
あ
 

り
、
発
見
さ
れ
た
胃
癌
は
一
一
七
 

一
例
、
一
一
七
七
病
変
(
平
均
年
 

齢
五
六
，
〇
歳
、
男
ニ
ニ
七
例
、
 

女
四
四
例
)
で
あ
っ
た
。
 

こ
れ
ら
症
例
の
う
ち
、
前
年
 

胃
の
検
査
を
受
け
て
も
胃
癌
を
 

指
摘
さ
れ
ず
、
一
年
後
の
人
間
 

ド
ッ
ク
で
胃
癌
と
診
断
さ
れ
た
 

症
列
を
偽
陰
1
例
と
し
て
、
特
 

に
進
行
癌
症
例
に
つ
き
、
組
織
 

型
、
部
位
、
X
線
の
見
直
し
診
 

断
な
ど
を
行
い
検
討
し
た
。
 

成

績
 

1、
深
達
度
の
明
ら
か
な
一
一
 

七
四
病
変
の
内
訳
は
、
8
癌
一
 

三
六
病
変
(
四
九
丄
ハ
逸
、
^
 

癌
六
四
病
変
(
一
ご
二
.
四
冗
)
、
 

！
-痛
一
1病
変
(八
-四
さ
、
 

ぉ
以
深
の
癌
五
一
病
変
二
 

八
^
六
冗
)
で
あ
っ
た
。
 

2
、
為
陰
性
例
は
九
一
例
 

で
、
発
見
時
、
早
期
癌
の
割
合
 

は
七
一
例
、
進
行
癌
は
一
一
〇
例
 

で
あ
っ
た
。
進
行
癌
の
組
織
型
 

は
分
化
型
七
例
、
未
分
化
型
一
 

三
例
で
あ
り
、
肉
眼
型
は
一
型
 

一
例
、
二
型
四
例
、
三
型
三
 

例
、
四
型
四
例
、
早
期
癌
類
似
 

進
行
癌
八
例
で
あ
っ
た
。
 

占
拠
部
位
は
じ
領
域
一
〇
 

例
、
3
領
域
六
例
、
八
領
域
四
 

例
で
あ
っ
た
。
 

見
落
し
の
要
因
と
し
て
、
穹
 

窿
部
か
ら
体
上
部
の
病
変
で
は
 

バ
リ
ウ
ム
の
付
着
不
良
が
10；
角
 

部
か
ら
幽
門
部
の
病
変
は
圧
迫
 

法
の
不
十
分
さ
が
考
え
ら
れ
 

た
、
ま
た
、
X
線
の
撮
影
時
に
 

は
発
見
さ
れ
ず
、
内
視
鏡
検
査
 

で
は
じ
め
て
発
見
さ
れ
た
症
例
 

に
つ
い
て
言
及
す
る
。
 

ュ
口
五
口
 

糸

1
1
1
1
。
 

直
接
X
線
撮
影
に
お
け
る
偽
 

陰
注
冽
、
特
に
進
行
蘿
を
防
ぐ
 

た
め
に
、
圧
迫
法
の
撮
影
法
や
 

読
影
に
習
熟
し
、
胃
上
部
に
つ
 

い
て
は
バ
リ
ウ
ム
の
付
着
を
さ
 

ら
に
向
上
さ
せ
、
微
細
な
所
見
 

を
落
と
さ
な
い
読
影
が
必
要
で
 

あ
る
。

 

\
 

わ
れ
わ
れ
は
 

へ
05？
一

 
「
生
命
の
設
計
図
」
 

1̂
、
を
遺
伝
情
報
と
い
 

う
形
で
、
親
か
ら
 

受
け
継
ぎ
ま
す
。
こ
の
設
計
図
 

に
は
、
生
き
て
い
く
た
め
に
必
 

要
な
す
べ
て
の
情
報
が
書
き
込
 

ま
れ
て
い
る
。
あ
る
病
気
に
か
 

か
り
や
す
い
か
ど
う
か
も
当
 

然
、
遺
伝
子
が
か
か
わ
つ
て
い
 

人
の
遺
伝
子
は
約
十
万
種
類
 

あ
り
ま
す
が
、
平
均
す
る
と
み
 

ん
な
五
個
か
ら
七
，
固
ぐ
ら
い
は
 

病
気
に
関
係
す
る
遺
伝
子
を
持
 

つ
て
い
る
。
 

癌
は
文
字
通
り
「
遺
伝
子
の
 

病
気
」
で
す
 

一
部
の
塌
が
遺
伝
す
る
こ
と
 

は
、
昔
か
ら
わ
か
っ
て
い
た
。
 

例
え
ば
家
族
性
大
腸
腺
腫
症
と
 

い
う
癌
の
患
者
の
子
ど
も
は
、
 

五
〇
ぉ
の
確
率
で
同
じ
病
気
に
 

な
る
。
扎
癌
の
家
系
と
か
大
腸
 

癌
の
家
系
と
か
が
あ
る
こ
と
 

も
。
た
だ
、
そ
の
本
質
が
わ
か
 

つ
て
き
た
の
は
、
こ
こ
十
年
ほ
 

ど
で
す
。
 

病
気
は
、
な
る
よ
り
予
防
で
 

き
た
方
が
い
い
に
決
ま
つ
て
い
 

る
。
そ
の
キ
ー
ヮ
︱
ド
が
遺
伝
 

子
診
断
で
す
。
一
一
十
一
世
紀
の
 

医
療
は
、
遺
伝
子
診
断
に
よ
つ
 

て
:̂̂
を
予
防
す
る
。
あ
る
い
 

は
早
期
に
見
つ
け
て
早
く
治
療
 

す
る
、
と
い
う
こ
と
が
中
心
に
 

な
る
と
思
い
ま
す
。
 

以
上
は
東
京
大
学
医
科
学
研
 

究
所
中
村
祐
輔
教
授
の
「
造
伍
 

子
療
法
の
展
望
」
で
あ
る
。
 

こ
の
説
に
も
あ
る
よ
う
に
、
 

遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
の
癌
の
究
明
 

は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
 

そ
れ
に
よ
つ
て
癌
の
「
予
防
」
 

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
に
は
、
 

相

な̂
時
間
が
か
か
る
し
、
こ
 

れ
か
ら
解
快
し
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
い
難
問
も
山
積
し
て
い
る
。
 

こ
こ
当
分
の
間
は
、
早
期
発
 

見
、
早
期
治
療
と
い
う
癌
対
策
 

の
鉄
則
を
守
る
以
外
に
な
い
。
 

わ
れ
わ
れ
の
行
っ
て
い
る
検
 

診
を
地
道
に
遂
行
す
る
よ
り
他
 

に
方
法
は
な
い
の
で
あ
る
。
 

わ
れ
わ
れ
は
、
自
信
を
持
つ
 

て
、
消
化
器
集
検
の
茧
要
性
を
 

認
識
し
、
さ
ら
な
る
前
進
を
希
 

つ
て
や
ま
な
い
。
そ
れ
が
わ
れ
 

わ
れ
の
使
命
な
の
だ
か
ら
。
 

二
、
 
二
三
、
二
四
日
、
浜
松
市
)の
特
別
講
演
 

(
は
「
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
日
本
人
の
が
ん
と
 

本
の
高
齢
化
は
更
に
進
む
の
で
、
癌
死
は
増
加
 

リ
防
と
二
次
予
防
を
効
果
的
に
併
用
す
る
必
要
が
 

る
集
団
検
診
が
行
わ
れ
て
い
 

る
。
子
宫
菡
、
特
に
子
宫
頃
癌
 

に
対
す
る

3̂検
診
法
は
ほ
ぼ
確
 

立
し
て
い
る
が
、
胃
痛
に
つ
い
 

て
は
血
清
ぺ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
値
で
 

ス
ク
リ
I
ン
す
る
方
法
(
ま
た
 

は
、
X
線
検
査
と
併
用
す
る
方
 

法
)
、
肺
癌
に
つ
い
て
は
ヘ
ル
 

カ
ル
ひ
の
応
用
、
礼
癌
に
つ
い
 

て
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
導
入
 

な
ど
、
癌
検
診
の
精
度
、
効
率
 

を
向
上
す
る
方
法
が
試
み
ら
れ
 

て
い
る
。
 

一
次
、
1
1
次
予
防
の
併
用
 

癌
検
診
の
効
果
を
高
め
る
に
 

は
、
バ
ラ
バ
ラ
に
行
わ
れ
て
い
 

る
各
種
の
癌
検
診
を
段
階
的
に
 

併
用
し
て
「
総
合
癌
検
診
」
を
 

行
う
な
ど
、
受
診
者
の
便
宜
を
 

考
處
し
、
I癌
検
診
の
魅
力
を
高
，
 

緣
ー
色
に
つ
つ
ま
れ
た
墓
地
︱
 

の
中
を
一
一
人
で
歩
き
な
が
ら
、
 

私
は
夫
人
の
話
に
耳
を
傾
け
ま
 

し
た
。
「
お
墓
と
い
う
の
は
変
 

な
と
こ
ろ
ね
。
貴
方
も
知
つ
て
 

い
る
よ
う
に
、
ク
ラ
ウ
ス
は
仕
 

事
先
の
駐
車
場
で
心
臓
発
作
の
 

た
め
に
死
ん
だ
も
の
だ
か
ら
変
 

死
扱
い
に
な
り
、
解
剖
さ
れ
た
 

で
し
よ
う
。
私
達
家
族
の
も
と
 

に
遺
体
が
還
っ
て
き
た
と
き
に
 

は
心
臓
も
脳
も
な
い
抜
け
殻
み
 

た
い
な
も
の
だ
っ
た
の
。
お
墓
 

に
来
て
も
ク
ラ
ウ
ス
の
魂
は
存
 

在
し
な
い
に
等
し
い
の
よ
ね
。
 

だ
か
ら
私
は
、
お
墓
に
来
る
の
 

は
好
き
じ
や
な
い
。
そ
れ
で
も
 

年
に
四
-五
回
は
来
て
し
ま
う
 

の
」
 

日
本
と
は
違
い
、
納
棺
し
た
 

ま
ま
土
葬
を
す
る
国
で
は
と
く
 

に
そ
の
思
い
が
強
い
の
か
も
知
 

れ
ま
せ
ん
が
、
物
を
考
え
る
脳
-

そ
し
て
、
レ
の
中
、
レ
で
あ
る
-レ
 

臓
が
取
り
去
ら
れ
た
遺
体
か
ら
 

め
る
な
ど
し
て
、
癌
検
診
の
受
 

診
率
を
大
幅
に
上
昇
さ
せ
る
方
 

策
が
必
要
で
あ
る
。
 

癌
の
一
次
予
防
と
一
一
次
予
防
 

も
そ
れ
ぞ
れ
長
所
と
短
所
が
あ
 

る
の
で
、
一
ー
者
択
一
で
は
な
く
、
 

両
者
を
効
果
的
に
併
用
し
、
共
 

存
共
栄
の
形
で
癌
の
予
防
対
策
 

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

保
健
婦
合
格
率
5
 ，

 6
%
 

厚
生
省
3月
；
；
；
日
発
表
 

V
第
八
三
回
保
健
婦
…
合
格
 

者
数
三
、
0
六
三
人
(
合
格
率
 

九
一
一
.六
さ
 

V
第
八
〇
回
助
産
婦
…
八
：
：
格
 

者
数
一
、
六
0
一
人
(
合
格
率
 

九
八
，
蓮
 

V
第
八
六
回
看
護
婦
…
合
格
 

者
数
四
三
、
三
一
七
人
(
合
格
 

率
八
七
，
の
冗
)
 

魂
は
消
え
失
せ
て
し
ま
う
と
言
 

う
火
入
の
言
葉
に
私
は
虛
を
つ
 

か
れ
た
思
い
に
な
り
ま
し
た
。
 

病
理
解
剖
と
い
う
日
常
的
な
 

行
為
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
 

を
医
師
側
の
論
理
で
だ
け
で
考
 

え
て
は
い
な
い
か
。
移
植
の
た
 

め
に
心
臓
を
提
供
し
た
人
の
遺
 

族
の
悲
し
み
は
、
な
ど
、
恩
師
 

は
夫
人
の
口
を
借
り
て
私
に
医
 

師
と
し
て
の
心
構
え
の
基
本
を
 

思
い
出
せ
て
く
れ
た
の
で
す
。
 

母
は
も
う
七
十
五
歳
に
な
つ
 

た
，
と
い
う
長
女
の
ョ
タ
の
話
 

を
聞
く
に
つ
け
て
も
歳
月
の
長
 

さ
と
重
さ
を
感
ぜ
ず
に
は
い
ら
 

れ
な
い
旅
の
一
日
で
し
た
が
、
 

今
も
な
お
私
を
シ
ュ
ッ
ッ
ト
ガ
 

ル
ト
に
呼
び
寄
せ
る
力
こ
そ
が
 

先
生
の
魂
が
存
在
す
る
証
拠
な
 

の
だ
と
私
は
自
分
を
納
得
さ
せ
 

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

第
三
十
五
回
日
本
消
化
器
集
 

権
学
会
(
五
月
二
十
三
日
、
国
 

立
教
育
会
館
)
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
 

カ
ツ
シ
ヨ
ン
「
消
化
器
集
検
 

(
胃
^
大
腸
)
に
お
け
る
偽
陰
性
 

癌
」
で
、
愛
知
県
総
合
保
健
セ
 

ン
タ
︱
丹
羽
康
正
氏
は
次
の
よ
 

う
に
語
っ
た
。
「
直
接
X
線
撮
 

影
に
お
け
る
偽
陰
性
例
、
特
に
 

進
行
癌
を
防
ぐ
た
め
に
、
圧
迫
 

法
の
撮
影
や
読
影
に
習
熟
し
、
 

胃
上
部
に
は
バ
リ
ウ
ム
の
付
着
 

を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
」
 

︱
こ
れ
は
そ
の
概
要
で
あ
る
。
 

直
接
撮
影
の
偽
陰
性
例
 

近
年
、
胃
集
検
の
方
法
に
も
 

変
化
が
あ
り
、
特
に
都
市
部
に
 

お
い
て
は
人
間
ド
ッ
ク
の
普
及
 

や
個
別
健
診
の
拡
が
り
が
み
ら
 

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
 

の
際
、
直
接
撮
影
で
胃
集
検
が
 

行
わ
れ
る
場
合
が
多
く
、
従
来
 

か
ら
用
い
ら
れ
て
き
た
間
接
撮
 

影
と
異
な
っ
た
視
点
か
ら
論
じ
 

ら
れ
る
べ
き
点
も
多
い
。
そ
こ
 

で
直
接
X
線
撮
影
を
用
い
た
際
 

の
偽
陰
性
胃
癌
に
つ
い
て
検
討
 

し
た
。
な
お
、
当
セ
ン
タ
︱
で
 

は
、
口
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
を
用
い
 

て
一
日
に
約
一
〇
〇
人
の
直
接
 

撮
影
に
よ
る
胃
集
検
を
含
ん
だ
 

人
間
ド
ッ
ク
を
行
っ
て
お
り
、
 

一
一
重
造
影
法
の
前
に
圧
迫
法
を
 

用
い
て
病
変
の
拾
い
上
げ
を
行
 

つ
て
い
る
。
 

対
象
と
方
法
 

4
 4
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4
 

学
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行

集
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発
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田
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越
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委
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消
|1
東
野
兼
者
 

本
夷
；
：
；
行
集
 

関̂

発̂
編
 

第
一
一
回
；
！
際
胃
癌
会
議
は
、
 

四
月
一
一
八
日
か
ら
三
十
日
ま
で
 

の
三
日
間
、
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
 

へ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
学
 

会
の
内
容
は
、
外
科
中
心
に
偏
 

つ
て
い
て
、
診
断
を
専
門
と
す
 

る
立
場
か
ら
は
不
満
の
残
る
も
 

の
で
し
た
。
し
か
し
、
学
会
参
 

加
者
の
大
半
は
外
科
医
で
あ
つ
 

た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
学
 

会
が
外
科
の
仲
良
し
ク
ラ
ブ
み
 

た
い
な
感
じ
だ
っ
た
の
は
仕
方
 

が
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

五
月
一
日
。
前
日
ま
で
闹
に
 

た
た
ら
れ
て
い
た
南
ド
イ
ツ
の
 

空
は
晴
れ
上
が
り
、
移
動
に
は
 

快
適
な
天
気
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
日
の
早
朝
、
私
は
十
五
年
 

前
に
亡
く
な
ら
れ
た
ハ
イ
ン
ケ
 

ル
先
生
の
墓
参
を
す
る
た
め
に
 

シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
へ
の
道
を
 

第
三
十
六
回
日
本
消
化
器
集
検
学
会
(
五
月
I 

で
、
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
︱
研
究
所
長
富
永
祐
民
 

予
防
対
策
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
「
I 

す
る
。
検
診
の
精
度
を
高
め
る
と
同
時
に
、
|
次
 

あ
る
」
と
。
こ
れ
は
そ
の
概
要
で
あ
る
。
 

止
、
な
い
し
遅
延
さ
せ
る
こ
と
 

で
あ
る
。
そ
の
方
法
と
し
て
は
 

飲
食
習
慣
、
喫
煙
習
慣
、
運
動
 

習
慣
な
ど
の
生
活
習
慣
を
是
正
 

す
る
方
法
と
発
癌
抑
制
物
質
を
 

投
与
す
る
化
学
予
防
に
大
別
さ
 

れ
る
。
両
者
に
は
一
長
一
短
が
 

ぁ
リ
、
一
ー
者
択
一
で
は
な
く
、
 

両
者
を
併
用
す
る
必
要
が
あ
る
 

と
考
え
ら
れ
る
。
 

癌
死
は
更
に
増
加
 

わ
が
国
で
は
人
口
構
造
の
高
 

齢
化
、
高
齢
者
人
口
の
増
加
を
 

反
映
し
て
癌
死
亡
数
が
年
々
増
 

加
し
て
い
る
。
一
一
十
一
世
紀
に
 

は
高
齢
化
社
会
が
さ
ら
に
進
 

み
、
高
齢
者
癌
お
よ
び
難
治
癌
 

が
相
対
的
に
増
加
す
る
と
予
測
 

さ
れ
る
。
 

検
診
の
精
度
向
上
を
 

癌
対
策
に
お
い
て
、
癌
予
防
 

は
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
 

る
。
癌
予
防
は
一
次
予
防
と
一
一
 

次
予
防
に
大
別
さ
れ
る
。
癌
の
 

一
次
予
防
は
癌
の
高
危
険
因
子
 

お
よ
び
抑
制
因
子
を
明
ら
か
に
 

し
、
高
危
険
因
子
を
除
去
す
る
 

と
と
も
に
抑
制
因
子
を
補
充
し
 

て
癌
の
発
生
、
顕
在
化
を
防
 

総
合
検
診
で
受
診
率
上
げ
る
 

癌
検
診
に
よ
る
癌
の
一
一
次
予
 

防
は
、
比
較
的
頻
度
の
高
い
癌
 

で
、
か
つ
早
期
発
見
と
根
治
療
 

法
が
確
立
さ
れ
て
い
る
場
合
に
 

有
効
で
あ
る
。
近
年
わ
が
国
に
 

お
い
て
は
胃
癌
、
子
宮
癌
の
み
 

で
な
く
、
肺
癌
、
扎
癌
、
大
腸
 

癌
な
ど
が
増
加
し
、
現
在
老
健
 

法
の
下
に
こ
れ
ら
の
癌
に
対
す
 

ツ
ッ
ト
ガ
ル
ド
再
訪
 

丸
山
雅
 

弋
表
世
話
人
代
一
了
 

」
お
研
究
会
附
：
病̂
院
内
科
^̂
 

急
ぎ
ま
し
た
。
 

生
前
の
ハ
イ
ン
ケ
ル
先
生
 

は
、
ド
イ
ツ
消
化
器
病
学
会
の
 

重
鎮
で
あ
り
、
ョ
ー
口
ッ
パ
に
 

お
け
る
消
化
器
内
視
鏡
の
リ
︱
 

ダ
︱
的
な
存
在
で
し
た
。
当
 

時
、
私
は
、
ョ
︱
口
ツ
バ
の
旅
 

の
最
後
は
先
生
を
訪
ね
て
数
日
 

を
過
ご
し
た
も
の
で
す
。
先
生
 

は
私
に
と
っ
て
、
学
問
の
師
と
 

い
う
よ
り
も
、
人
生
の
師
と
い
 

つ
た
ほ
う
が
よ
い
か
も
知
れ
ま
 

せ
ん
。
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
て
 

か
ら
、
三
年
目
と
五
年
目
に
は
 

私
は
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
に
ィ
 

ル
ゼ
夫
人
を
訪
ね
、
先
生
の
お
 

墓
に
詣
で
る
機
会
が
あ
り
ま
し
 

た
。
 

ミ
ユ
ン
へ
ン
か
ら
快
速
電
車
 

で
一
一
時
間
足
ら
ず
、
シ
ュ
ッ
ッ
 

ト
ガ
ル
ト
中
央
駅
に
は
、
夫
人
 

と
一
緒
に
、
長
女
夫
婦
と
次
女
 

の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。
家
族
全
 

員
と
挨
拶
を
交
わ
す
な
り
、
 

「
食
方
が
最
後
に
私
を
訪
ね
て
 

く
れ
た
の
は
十
年
前
だ
っ
た
の
 

よ
」
と
い
う
夫
人
の
言
葉
に
驚
 

ろ
か
さ
れ
ま
し
た
。
 

そ
し
て
、
墓
地
に
行
く
車
の
 

な
か
で
、
私
は
、
十
年
の
間
に
 

何
度
も
ョ
︱
 口
ツ
バ
に
出
向
い
 

て
い
る
の
に
、
そ
の
都
度
、
滞
 

在
先
の
ホ
テ
ル
か
ら
夫
人
に
電
 

話
し
て
は
、
今
回
は
時
間
が
な
 

く
て
、
と
言
い
訳
し
て
い
た
こ
 

と
を
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。
 

心
臓
の
病
気
の
た
め
に
入
院
 

し
て
い
た
夫
人
は
、
こ
の
日
は
 

夜
八
時
ま
で
の
外
出
許
可
を
主
 

治
医
に
も
ら
つ
て
我
々
夫
婦
と
 

一
緒
の
時
間
を
過
ご
す
予
定
に
 

し
て
い
る
と
の
こ
と
。
 

广
X；

 0
0

 ；
 く

 
X

 く
〉

 I
X
」

0
0
 

ぼ
ぽ̂
ぼ̂
^
 

^̂
^̂
^̂ 

^̂
^̂
^̂ 
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口
 

め
て
減
少
 

〈
生
遽
年
 

齢
人
口
一
：
 

総
務
庁
統
計
局
は
こ
の
ほ
ど
、
平
成
八
年
十
月
一
日
現
在
の
推
計
人
口
 

を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
①
総
人
口
は
一
億
二
、
五
八
六
万
人
 

で
、
こ
の
一
年
間
に
二
九
万
人
増
加
②
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
ひ
ょ
う
た
ん
 

型
③
生
産
年
齢
人
口
は
、
八
、
七
一
六
万
人
で
、
戦
後
初
め
て
減
少
④
都
 

道
府
県
別
で
は
、
人
口
減
少
は
I三
県
、
一
〇
年
以
上
連
続
の
人
口
減
少
 

が
六
県
⑤
老
年
人
口
が
年
少
人
口
を
上
回
る
の
は
三
二
都
道
府
県
︱
な
ど
 

の
結
果
が
で
て
い
る
。
 

総
人
口
 

平
成
八
十̂
月
一
；
；
現
在
に
 

お
け
る
我
が
1：
の
総
人
口
は
一
 

億
一
一
、
五
八
六
万
人
で
、
七
年
 

十
月
か
ら
八
年
九
月
ま
で
の
一
 

年
間
に
一
一
九
万
人
《
〇
，
一
一
三
 

冗
)
増
加
し
た
。
 

総
人
口
を
男
女
別
に
み
る
 

と
、
男
子
が
六
、
一
六
九
万
人
 

(
総
人
口
の
四
九
.0
冗
ヽ
女
 

子
が
六
、
四
一
八
万
人
(
同
五
 

一
1
〇
冗
》
と
な
っ
て
い
る
。
 

総
入
口
の
増
加
率
は
、
第
一
一
 

次
べ
ビ
︱
ブ
︱
ム
期
(昭
和
四
 

十
六
年
〜
四
十
九
年
)
に
は
 

一
.
四
冗
前
後
と
高
い
水
準
 

(
菽
高
は
昭
和
四
十
七
年
の
 

一
.
四
き
で
あ
つ
た
が
、
そ
 

の
後
、
出
生
児
数
の
減
少
に
よ
 

り
昭
和
五
十
一
一
年
に
 一
X
を
、
 

六
十
一
一
年
に
〇
,五
X
を
下
回
 

る
な
ど
せ
下
頃
向
で
推
移
し
て
 

お
り
、
平
成
五
年
以
降
は
〇
^
 

一
一
X台
に
な
つ
て
い
る
。
 

我
が
IIの
出
生
児
数
は
、
第
 

一
一
次
べ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期
に
は
一
一
 

0〇
万
人
を
超
え
て
い
た
が
、
 

そ
の
.；
15成
.̂頃
...？1

 ：
ち
り
、
 

平
成
八
年
は
前
年
を
一
一
万
人
ド
 

IIり
一
一
一
〇
万
人
と
な
っ
て
い
 

る
。
一
方
、
平
成
八
年
の
死
亡
 

者
数
は
九
〇
万
人
で
、
前
年
を
 

三
万
人
下
回
つ
て
い
る
。
こ
の
 

結
果
、
自
然
増
加
は
三
一
万
入
 

で
前
年
を
一
万
人
上
回
っ
た
。
 

年
ぁ
另
ノ
ロ
 

我
が
国
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
 

は
、
各
時
代
の
社
会
情
勢
を
背
 

景
と
す
る
出
生
，
死
亡
の
状
況
 

を
反
映
し
-
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
 

は
ひ
ょ
う
た
ん
型
と
な
っ
て
い
 

る
。
こ
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
 

は
、
近
年
、
出
生
児
数
が
第
一
一
 

次
べ
ビ
̶
ブ
Iム
期
を
ピ
Iク
 

と
し
て
、
そ
の
後
、
年
々
減
少
 

し
て
い
る
こ
と
を
X映
し
、
す
 

第
三
十
四
回
日
本
消
化
器
集
検
学
会
(
十
月
 

三
：
II，
島
根
県
民
ム

館̂
)の
¦般

8̂題
「
食
道
-

田
冃
」
で
、
宮
城
県
対
が
ん
協
ム
I"が
ん
検
！

セ̂
ン
 

タ
︱
阿
部
慎
哉
氏
は
「
田
III：
集
団
検
1̂
に
お
け
る
 

発
見
食
道
癌
の
現
状
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
 

語
っ
た
。
「
食
道
癌
は
内
視
鏡
検
査
で
発
見
さ
れ
 

た
も
の
が
多
い
。
特
に
5
癌
の
発
見
に
は
内
視
 

鏡
の
果
す
役
割
が
大
き
 

概
要
で
あ
る
。
 

目

的
 

胃
癌
発
見
を
第
一
の
目
的
と
 

す
る
巧
集
団
検
診
に
お
い
て
発
 

兒
さ
れ
た
食
道
癌
の
現
状
を
検
 

討
す
る
 

対

象
 

平
成
元
年
度
か
ら
平
成
六
年
 

度
ま
で
の
六
年
間
に
当
セ
ン
タ
 

︱
で
発
兄
さ
れ
た
食
道
癌
の
う
 

ち
、
資
料
不
足
例
を
除
い
た
一
 

一
一
四
例
を
対
象
と
し
た
。
 

成

績
 

発
見
食
道
癌
一
一
一
四
例
の
内
 

訳
は
、
8
癌
が
四
四
例
三
五
-

五
冗
、
細
癌
が
一
一
〇
例
一
六
.
 

一
X
で
進
行
癌
は
六
〇
例
四
 

八
，
八
X
で
あ
っ
た
。
全
体
に
 

占
め
る
早
期
食
道
癌
の
割
合
は
 

五
 一
^
六
冗
で
あ
っ
た
。
 

い
」
と
.。
こ
れ
は
そ
の
 

早
期
癌
率
を
年
度
毎
に
比
較
 

す
る
と
平
成
元
年
は
発
見
食
道
 

癌
一
五
例
の
う
ち
早
期
癌
は
三
 

例

で

二

平

成

三

年
 

は
一
一
一
一
例
中
九
例
で
四
〇
.九
 

冗
、
平
成
六
年
に
は
一
一
五
例
中
 

一
五
例
で
六
〇
，
〇
冗
と
毎
年
 

毎
に
上
昇
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
 

お
。
ノ
，
 

次
に
、
食
道
癌
の
発
兒
契
機
 

に
関
し
て
検
討
し
た
。
間
接
X
 

線
検
査
を
発
兒
契
機
と
し
た
食
 

迠
は̂
.れ
例̂
で
、
そ
の
う
ち
 

早
期
癌
は
 一
0例
一
八
ニ
ー
X
 

で
あ
っ
た
。
 

こ
れ
に
対
し
内
視
鏡
検
査
を
 

発
見
契
機
と
し
た
六
九
例
で
 

は
"抬
は
.，
^̂
'!5：
」
八
-

三
X
と
有
意
に
高
率
で
あ
つ
 

た
。
特
に
6癌
！
：
四
例
の
う
ち
 

間
接
X
線
検
査
を
発
見
契
機
と
 

し
た
も
の
は
、
三
例
六
1
八
冗
 

そ
が
狭
ま
っ
た
「
ひ
ょ
う
た
ん
 

型
」
に
な
っ
て
い
る
。
 

な
お
、
平
成
八
年
十
月
一
日
 

現
在
の
明
治
生
ま
れ
の
人
リ
は
 

一
一
〇
三
万
人
(
総
人
口
に
占
め
 

る
割
合
は
一
丄
ハ
冗
)
、
大
正
生
 

ま
れ
の
入
口
は
一
、
七
〇
四
万
 

人
(
八
.
五
冗
)
、
昭
和
生
ま
れ
 

の
人
口
は
一
傥
三
七
六
万
人
 

(
八
二
.
四
冗
)
、
平
成
生
ま
れ
 

の
人
口
は
五
三
四
万
人
(
四
.
二
 

冗
)
と
な
っ
て
い
る
。
 

ま
た
、
戦
後
生
ま
れ
の
人
口
 

は
八
、
四
一
一
三
万
人
で
、
総
人
 

口
の
六
六
，
儿
冗
で
あ
る
。
 

生
産
人
口
初
め
て
減
少
 

平
成
八
年
十
月
一
日
現
在
の
 

総
人
口
を
年
齢
三
区
分
別
に
み
 

る
と
、
年
少
人
口
ー
〇
〜
一
四
 

歳
)
は
一
、
儿
六
九
万
人
で
前
 

年
よ
り
三
五
万
人
の
減
少
、
生
 

産
年
齢
人
リ
ー
一
五
〜
六
四
歳
)
 

は
八
、
七
一
六
万
人
で
一
〇
万
 

人
の
減
少
、
老
年
人
口
 (六
五
 

歲
以
上
)
は
一
、
九
〇
1
一
万
人
 

で
七
四
万
人
の
増
加
と
な
つ
 

た
。
こ
の
三
区
分
別
人
口
の
う
 

ち
、
生
産
年
齢
人
口
は
、
こ
れ
 

に
す
ぎ
な
か
つ
た
。
 

結

論
 

精
密
検
査
の
内
視
较
機
钝
と
 

し
て
バ
ン
ド
エ
ン
ド
ス
コ
︱
プ
 

を
；
5̂
的
に
導
入
し
た
こ
と
に
 

ょ
リ
、
発
見
食
道
癌
数
の
増
加
 

お
よ
び
早
期
癌
率
の
上
界
が
み
 

ら
れ
た
。
 

せ
期
食
道
癌
、
特
に
6
癌
発
 

兑
の
た
め
に
は
、
精
密
検
査
に
 

お
け
る
内
視
鏡
検
査
の
果
た
す
 

役
割
が
8
要
で
あ
る
と
考
え
ら
 

れ
た
。
 

0
 

第
二
十
九
回
関
東
甲
信
越
地
方
会
技
師
部
会
総
会
(
十
月
五
日
、
前
橋
 

市
)
で
、
一
般
演
題
「
食
道
が
ん
早
期
発
見
へ
の
集
団
検
診
に
お
け
る
取
 

り
組
み
」
で
、
多
摩
が
ん
検
診
セ
ン
タ
︱
菊
池
好
子
さ
ん
は
「
対
象
の
集
 

約
と
体
位
の
工
夫
お
よ
び
良
質
な
造
影
剤
の
開
発
が
急
が
れ
る
」
語
つ
 

た
。
こ
れ
は
そ
の
概
要
で
あ
る
。
 

目

的
 

従
来
、
早
期
食
道
が
ん
の
発
 

見
は
、
X線
検
査
で
は
3：
難
と
 

さ
れ
て
お
り
、
間
接
X
線
撮
影
 

に
よ
る
食
道
集
検
は
積
極
的
に
 

行
な
わ
れ
て
い
な
か
つ
た
。
し
 

か
し
、
近
年
造
影
剤
の
改

と̂
 

撮
釤
技
術
の
向
上
に
伴
い
"
X
 

線
画
像
は
著
明
に
改
善
さ
れ
、
 

食
道
粘
膜
の
微
細
所
兑
の
描
出
 

が
可
能
に
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
 

で
、
今
^
我
々
は
、
早
期
食
道
 

が
ん
の
拾
い
上
げ
を
目
標
と
し
 

た
、
間
接
撮
影
に
よ
る
食
道
集
 

検
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を
 

行
つ
た
。
 

対
象
と
方
法
 

ャ
成
ヒ
年
か
ら
.个
成
八
！̂
:
 

月
ま
で
の
、
当
セ
ン
タ
︱
に
お
 

け
る
1〔
1̂：
検
問̂
接
撮
影
受
 

診
者
の
う
ち
、
食
道
撮

が̂
併
 

さ̂
れ
た
三
十
五
歳
以
上
の
男
 

性
受
診
者
四
、
儿
五
一
一
人
を
対
 

象
に
し
た
。
 

食
道
撮
影
は
、
発
砲
剤
お
を
 

少
量
の
水
と
共
に
投

し̂
た
後
、
 

一
ー
〇
〇
&
ダ
〉
冗
の
造
影
剤
8
 

0
 0
3
^
1
、

ま

た

は

促

八

；

；

！

：

剂

)
 

一
五
01を
飲
ま
せ
な
が
ら
、
 

立
体
第
一
斜
位
で
行
つ
た
。
 

結

果
 

四
、
九
五
一
一
人
の

性̂
受
診
 

者
の
中
か
ら
、
結
果
的
に
八
例
 

の
食
道
表
在
癌
が
発
兑
さ
れ
て
 

お
り
、
癌
発
見
率
は
〇
^
一

 六
 

冗
で
あ
っ
た
。
八
例
の
読
釤
内
 

容
を
み
る
と
、
II拔
撖
影
：
！
！
：
所
 

チ
ヱ
ッ
ク
が
四
例
、
異
所
チ
ヱ
 

ッ
ク
が
四
例
で
あ
っ
た
。
異
所
 

チ
ェ
ッ
ク
四
例
の
う
ち
-

は
；
：
^̂し
断̂
で
チ
ヱ
ッ
ク
^
 

能
で
あ
つ
た
が
、
残
り
の
三
例
 

は
内
视
鏡
で
初
め
て
診
断
し
得
 

る
病
変
で
あ
っ
た
。
 

な
お
、
八
例
の
内
訳
は
、
6
 

癌
六
例
、
|
癌
二
例
で
、
^
癌
 

の
一
一
例
は
0
 (十
)で
あ
っ
た
。
 

結

語
 

今
回
の
食
道
集
検
の
成
锖
 

は
、
I！
集
検
に
よ
る
胃
が
ん
発
見
 

率
の
全
国
平
均
の
数
字
に
ほ
ぼ
 

匹
敵
す
る
も
の
で
あ
り
、
食
道
 

集
検
の
有
用
性
と
可
能
性
を
十
 

分
に
実
証
す
る
も
の
と
考
え
る
。
 

し
か
し
、
さ
ら
に
効
率
的
な
 

食
道
集
検
を
志
向
す
る
な
ら
 

ば
、
衬
象
の
集
約
と
同
時
に
、
 

撮
影
体
位
の
丄
夫
お
よ
び
良
質
 

な
造

剤̂
の
開
発
が
急
務
レ
ー
ゥ
 

る
。
 

ま
で
の
増
加
か
ら
減
少
に
転
じ
 

て
お
り
、
で
成
八

は̂
戦
後
初
 

め
て
の
減
少
を
記
録
し
た
。
 

年
齢
三
区
分
別
人
；
：
の
八̂
：
：
 

は
、
年
少
入
口
が
一
五
.歲
 

生
産
年
始
人
口
が
六
九
ニ
ー
一
 冗
、
 

老
年
人
口
が
一
五
.
一
お
で
.
 

前
年
に
比
べ
、
年
少
人
口
は
 

0

 
.

 ！
：
冗
、
生
産
年
齢
入
リ
は
 

？
 一

 一
X
と
そ
れ
ぞ
れ
低
ド
し
-

老
年
人
リ
は
0
 ，
五
X
上
昇
し
 

て
い
る
。
 

都
道
府
県
別
人
口
 

平
成
八
年
十
月
一
日
現
在
の
 

都
道
府
県
別
の
人
口
は
、
東
京
 

都
の
一
、
一
七
七
万
人
、
大
阪
 

府
(
八
八
〇
万
人
)
、
神
奈
川
 

県
(
八
二
八
万
人
)
、
愛
知
県
 

(
六

九

〇

万

入

)
、

埼

玉

県
 

(
六
八
一
万
入
)
。
 

以
下
、
五
〇
〇
：
力
人
台
が
三
 

道
県
、
四
0
0
万
人
台
と
三
0
 

0万
人
台
が
各
一
県
、
一
一
〇
0
 

万
人
台
が
九
府
県
、
一
0
〇
万
 

人
台
が
ニ
ー
 県
、
一
〇
〇
万
人
 

未
満
が
七
県
と
な
つ
て
い
る
。
 

な
お
、
束
京
、
大
阪
、
神
汆
 

川
、
愛
知
、
埼
玉
の
上
位
五
都
 

山
形
県
0
 10.五
冗
)、
秋
田
 

県
|
一
〇
^
四
冗
)
、
I
児
島
県
 

(一
一
？
三
冗
)、
と
な
っ
て
い
 

る
。
 

一
方
.
最
も
低
い
の
は
、
埼
 

玉
県
 一
一
？
五
冗
)
、
次
い
で
 

神
奈
川
県
二
一
 丄
ハ
冗
)、
千
 

葉
県
二
一
，
七
％
)
、
沖
繩
県
 

ニ
ニ
.一
 冗
)、
愛
知
県
《
一
 

二
-四
き
 

大
都
市
圏
に
高
い
生
産
人
口
 

平
成
八
年
十
月
一
日
現
在
の
 

産̂
年
齢
人
口
一
一

 五
〜
六
四
 

歳
)
の
割
合
を
み
る
と
、
東
京
 

都
及
び
神
奈
川
県
が
七
三
，
ヒ
 

X
で
最
も
高
く
、
以
下
、
埼
-土
 

県
(
七
三
，
六
冗
)
、
千
葉
(
七
 

二
.
八
冗
)
、
人
阪
府
(
七
一
丁
六
 

き
、
京
都
府
(
き
.
0
8
3
 

と
な
っ
て
お
り
、
大
都
市
圏
の
 

都
府
県
で
高
い
。
 

：

樣̂
年
齢
人
口
の
割
合
が
最
 

も
低
い
の
は
島
根
県
の
六
 一

 ̂

人
冗
で
、
次
い
で
鹿
児
&
県
 

府
県
で
全
国
人
口
の
三
三
，
八
 

X
と
三
分
の
一
を
超
え
て
い
 

る
。
ま
た
、
大
都
市
(
東
京
都
 

特
別
区
部
及
び
政
令
^
定
郤
 

市
)
を
含
む
十
一
都
道
府
^
で
 

は
五
一
一
，
〇
冗
と
、
全
国
人
口
 

の
一
一
分
の
一
強
を
占
め
て
い
る
。
 

平
成
八
年
に
人
；
：
が
減
少
し
 

た
県
は
、
秋
田
、
山
口
、
お
 

崎
、
高
知
、
島
根
な
ど
十
三
県
 

と
な
つ
て
い
る
。
 

老
年
人
口
年
少
人
口
上
回
る
 

.
や
成
八
年
十
月
一
日
現
在
の
 

年
少
人
口
 ー
0〜
一
四
歳
)の
 

割
合
を
都
道
府
県
別
に
み
る
 

と
、
沖
緦
県
が
I一
一
，
六
冗
で
 

最
も
高
く
、
束
京
都
が
二
一
-

七

 
X

 で
最
も
低
く
な

 つ
て
い
 

る
。
そ
の
他
の
道
府
県
は
一
四
 

I一
 七
冗
台
と
な
っ
て
い
る
。
 

こ
の
年
少
入
口
の
割
合
は
、
 

近
年
の
出
生
児
数
の
減
少
に
よ
 

り
、
す
べ
て
の
都
道
府

で̂
低
 

ド
し
て
い
る
。
 

ま
た
、
老
年
人
口
(
六
五
歲
)
 

の
割
合
を
み
る
と
、
お
松
3
が
 

ニ
ニ
.四
X
で
最
も
高
く
、
以
 

下
、
高
知
県
(
ニ
ー

 丄
一
さ
、
 


